
中
日
文
学
交
流
に
お
け
る
「
夢
記
」

―
明
恵
『
夢
記
』
の
執
筆
契
機
を
め
ぐ
っ
て
―

趙チ
ョ
ウ　

季キ
ギ
ョ
ク玉

一
、
は
じ
め
に

　
『
夢
記
』
は
鎌
倉
時
代
の
高
僧
明
恵
が
十
九
歳
（
一
一
九
一
年
）
に
起
筆
、
入
寂
前
年
の
五
十
九
歳
（
一
二
三
一
年
）
に
擱
筆
し
た
約

四
十
年
に
わ
た
る
夢
の
記
録
で
あ
る
。
従
来
の
『
夢
記
』
研
究
に
お
い
て
、『
夢
記
』
の
特
異
性
が
強
調
さ
れ
続
け
て
い
た
。
そ
の
特
異

性
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
夢
を
記
す
行
為
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
河
合
隼
雄
は
「
古
代
か
ら

の
夢
の
記
録
を
あ
げ
よ
と
言
わ
れ
る
な
ら
、
い
く
ら
で
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
個
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
夢
の
記
録
を
つ
け
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
近
代
に
な
る
ま
で
お
そ
ら
く
例
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
て
い
る
し
、
白
洲
正
子
は
「
私
が
聞
い

た
範
囲
で
は
、
た
だ
一
人
、
十
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
に
、
サ
ン
・
ド
ゥ
ニ
と
い
う
貴
族
が
、
や
は
り
数
十
年
に
亘
っ
て
自
分
の
見
た

夢
を
記
録
し
て
い
ま
す
が
、
彼
は
心
理
学
者
で
、
研
究
の
た
め
に
自
ら
試
験
台
に
立
っ
た
の
で
す
か
ら
、
明
恵
の
夢
と
は
性
質
が
違
い

ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
恵
の
よ
う
な
、
長
時
間
に
自
分
の
夢
を
書
き
留
め
る
人
物
は
類
が
見
ら
れ
な
い
の
が
ほ
ぼ
『
夢

記
』
研
究
界
の
共
通
認
識
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
筆
者
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
に
は
明
恵
の
『
夢
記
』
に
先
行
す
る
「
夢
記
」
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
早
く
は
六
朝

斉
梁
の
陶
弘
景
の
『
真
誥
』、『
周
氏
冥
通
記
』、
或
は
北
宋
蘇
軾
の
『
蘇
軾
集
』
な
ど
に
お
け
る
夢
の
記
録
が
そ
れ
で
あ
る
。
特
に
『
周

氏
冥
通
記
』
は
題
名
が
『
夢
記
』
で
は
な
い
に
し
て
も
、
中
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
周
氏
の
五
一
五
年
五
月
か
ら
死
ぬ
直
前
の
五
一
六
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年
七
月
ま
で
の
夢
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
散
佚
し
た
と
は
い
え
、
陶
弘
景
に
は
『
夢
記
』
と
い
う
著
作
が
あ
っ
た

こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
事
実
に
鑑
み
、
古
代
中
日
文
学
交
流
の
事
情
を
も
考
慮
に
い
れ
て
、
明
恵
『
夢
記
』
の
執
筆
が
中
国
の
「
夢
記
」
に
触
発
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
明
恵
が
そ
の
よ
う
に
膨
大
な
「
夢
記
」
を
書
き
留
め
た
原
因
を
め
ぐ
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
①

明
恵
に
と
っ
て
夢
は
自
身
の
信
仰
す
る
仏
の
世
界
か
ら
発
し
た
信
号
で
あ
る
。
②
明
恵
は
夢
に
対
し
て
合
理
的
で
積
極
的
な
態
度
を
も

っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
夢
の
記
録
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
③
明
恵
の
『
夢
記
』
は
夢
信
仰
の
絶
対
性
に
起
因
す

る
。
④
明
恵
は
夢
に
自
分
の
修
行
の
根
拠
を
見
つ
け
た
（
野
村
卓
美
、
柴
崎
照
和
、
田
中
久
夫
等
）。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
荒
木
浩
は

『
夢
記
』
と
中
国
の
関
わ
り
に
目
を
向
け
て
、
夢
を
記
す
行
為
は
中
国
の
『
冥
祥
記
』
な
ど
の
「
霊
験
記
」
に
先
蹤
を
持
つ
と
指
摘
し
た

①
。
し
か
し
、『
冥
祥
記
』
の
序
文
に
記
さ
れ
た
夢
は
撰
者
が
自
ら
の
著
作
を
神
の
指
示
に
よ
る
と
主
張
す
る
た
め
の
一
時
的
な
も
の
で

あ
り
、
明
恵
の
よ
う
に
夢
を
記
す
こ
と
を
習
慣
と
し
、
日
記
的
な
性
格
を
有
す
る
「
夢
記
」
と
は
や
は
り
次
元
が
異
な
る
。

　

以
下
、
明
恵
が
『
夢
記
』
を
書
き
留
め
た
き
っ
か
け
を
探
る
た
め
、
中
国
の
「
夢
記
」
を
調
査
し
、『
夢
記
』
の
執
筆
が
中
国
の
「
夢

記
」
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
検
討
し
て
、
中
日
「
夢
記
」
の
交
流
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。

二
、
陶
弘
景
の
『
夢
記
』
に
つ
い
て
の
検
証

　

陶
弘
景
の
『
夢
記
』
の
検
証
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
彼
の
編
集
し
た
『
真
誥
』
と
『
周
氏
冥
通
記
』
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、『
真
誥
』
は
道
教
上
清
派
の
経
典
で
あ
る
②
。
書
名
の
意
味
は
、「
真
人
の
お
告
げ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
中

国
の
道
教
の
聖
地
で
あ
る
茅
山
に
お
い
て
、
南
嶽
夫
人
や
そ
の
他
の
真
人
が
霊
媒
で
あ
る
楊
羲
に
降
臨
し
て
告
げ
た
言
葉
を
、
許
謐
・
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許

の
親
子
が
書
き
写
し
、
陶
弘
景
が
そ
れ
を
後
に
校
訂
、
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
は
「
運
象
篇
」、「
甄
命
篇
」、「
協
昌
篇
」、

「
稽
神
篇
」、「
闡
幽
微
」、「
握
真
輔
」、「
翼
真
検
」
の
七
篇
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
握
真
輔
」
篇
に
は
、
楊
羲
と

許
謐
・
許

の
父
子
に
よ
る
経
典
や
世
俗
の
書
物
の
抄
写
、
彼
ら
の
夢
の
記
録
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
尺
牘
な
ど
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、『
真
誥
』
の
「
夢
記
」
は
正
確
に
い
う
と
、
楊
羲
、
許
謐
と
許

の
夢
の
記
録
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『
周
氏
冥
通
記
』
は
茅
山
の
道
士
周
子
良
と
茅
山
の
神
仙
た
ち
と
の
冥
通
の
記
録
を
、
周
子
良
の
死
後
、
間
も
な
く
、
周
子

良
の
師
で
あ
っ
た
陶
弘
景
が
整
理
し
て
梁
の
武
帝
に
進
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
編
が
夢
で
彩
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い

る
「
夢
記
」
も
正
確
に
い
う
と
、
周
子
良
の
夢
の
記
録
で
あ
る
。

　

現
在
、
研
究
の
世
界
で
は
、『
真
誥
』、『
周
氏
冥
通
記
』
が
陶
弘
景
の
選
集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
異
議
は
と
な
え
ら
れ
て
い
な
い
③
。

　

そ
の
中
で
、『
夢
記
』
は
陶
弘
景
個
人
の
夢
の
記
録
で
あ
る
。
書
物
と
し
て
は
現
存
し
な
い
。
た
と
え
ば
、『
漢
書
』
芸
文
志
、『
隋

書
』
経
籍
志
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
夢
記
』
の
著
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

ア
：
華
陽
隠
居
先
生
本
起
録　
　

従
子
翊
字
木
羽
撰
写

在
人
間
製
述
甚
多
、
了
不
存
録
、
慎
条
先
生
所
撰
記
世
道
書
、
名
目
如
左
。（
中
略
）『
真
誥
』
一
秩
七
巻
…
…
『
夢
記
』
一
巻
。

此
一
記
先
生
自
記
所
夢
徴
想
事
、
不
以
示
人
。
…
…
未
得
一
二
尽
知
尽
見
也
。

 

『
雲
笈
七
籤
』（
宋
・
張
君
房
）④

イ
：
先
生
在
山
所
著
書
：
…
…
『
肘
後
百
一
方
』
三
巻
、『
夢
書
』
一
巻
、『
効
験
用
薬
方
』
五
巻
。

 

『
華
陽
陶
隠
居
内
伝
』（
宋
・
賈
嵩
）・
巻
中

ウ
、『
周
真
人
伝
』、
…
…
『
夢
記
』
一
巻
、『
錬
化
雑
術
』
一
巻
、
…
…
『
周
氏
冥
通
記
』
四
巻
。
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『
茅
山
志
』（
元
・
劉
大
彬
）

　

し
か
し
、
上
に
挙
げ
た
、『
華
陽
隠
居
先
生
本
起
録
』、『
華
陽
陶
隠
居
内
伝
』、『
茅
山
志
』
に
は
陶
弘
景
の
『
夢
記
』
の
記
録
、
著
録

が
あ
る
。『
華
陽
隠
居
先
生
本
起
録
』
は
現
存
し
な
い
が
、『
雲
笈
七
籤
』
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
著

者
は
陶
翊
（
よ
く
）
と
い
い
、
彼
は
陶
弘
景
の
「
従
子
」
即
ち
甥
で
あ
る
。
こ
う
い
う
親
戚
関
係
か
ら
い
う
と
、
陶
翔
の
記
録
は
信
憑

性
が
高
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
ア
の
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
「『
夢
記
』
一
巻
は
先
生
が
自
分
の
夢
を
記
し
た
も
の

で
、
他
人
に
示
さ
な
い
」
と
書
い
て
あ
る
。
更
に
、
イ
の
『
華
陽
陶
隠
居
内
伝
』
に
お
い
て
は
、『
夢
記
』
で
は
な
く
、『
夢
書
』
と
あ

る
が
、
こ
の
『
夢
書
』
と
は
陶
弘
景
の
『
夢
記
』
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ウ
の
『
茅
山
志
』
で
は
陶
弘
景
の
著
作
と

し
て
、「『
夢
記
』
一
巻
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
陶
弘
景
の
『
夢
記
』
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

除
奉
朝
請
。
雖
在
朱
門
、
閉
影
不
交
外
物
、
唯
以
披
閲
為
務
。
朝
儀
故
事
、
多
取
決
焉
。
永
明
十
年
、
上
表
辞
禄
、
詔
許
之
。

…
…
弘
景
為
人
、
円
通
謙
謹
、
出
処
冥
会
、
心
如
明
鏡
、
遇
物
便
了
、
言
無
煩
舛
、
有
亦
輙
覚
。
建
武
中
、
斉
宜
都
王
鏗
為
明
帝

所
害
、
其
夜
、
弘
景
夢
鏗
告
別
、
因
訪
其
幽
冥
中
事
、
多
説
秘
異
、
因
著
『
夢
記
』
焉
。

※
永
明
十
年
（
4
9
2
）。
斉
宜
都
王
鏗
（
＝
蕭
鏗
。
4
7
7
年
〜
4
9
4
年
）

 

唐
・
姚
思
廉
『
梁
書
』
巻
五
十
一
・
列
伝
第
四
十
五

　

梁
陶
隠
居
弘
景
、
少
時
得
葛
洪
神
仙
伝
、
尽
夜
研
尋
、
便
得
養
生
之
志
。
謂
人
曰
「
仰
青
天
見
白
日
、
不
覚
為
遠
」。
遂
居
句
容

之
句
曲
山
、
云
是
第
八
洞
天
、
名
金
陵
華
陽
之
天
。
自
号
華
陽
隠
居
。
性
愛
松
風
、
毎
聞
其
響
、
欣
然
為
楽
。
先
、
隠
居
母
夢
青

－ 105 － （58）



龍
自
懐
而
出
、
并
見
両
天
人
執
香
炉
詣
之
。
已
而
妊
、
生
隠
居
、
遂
貞
隠
。
与
斉
宜
都
王
善
、
王
被
誅
、
夢
来
告
別
。
因
訪
幽
中

事
、
遂
著
夢
記
。

 

唐
・
徐
炫
『
五
代
新
説
』

　

斉
宜
都
王
鏗
年
七
歳
、
出
閣
、
陶
弘
景
為
侍
読
。
八
九
年
中
、
甚
相
接
遇
、
後
鏗
遇
害
。
時
弘
景
隠
山
中
、
夢
鏗
来
、
惨
然
言

別
曰
、「
某
今
命
過
、
無
罪
。
後
三
年
、
当
生
某
家
」。
弘
景
訪
之
以
幽
中
事
、
多
秘
不
出
。
及
覚
、
即
使
人
至
都
参
訪
、
果
与
夢

符
。
弘
景
因
此
著
『
夢
記
』。　

出
『
夢
記
』

 

宋
・『
太
平
広
記
』
巻
二
七
七
・
夢
二
⑤

　

上
掲
し
た
史
書
や
一
部
の
文
学
作
品
か
ら
、
陶
弘
景
の
『
夢
記
』
の
内
容
が
お
お
よ
そ
推
測
で
き
る
。
齐
の
宜
都
王
蕭
鏗
（
四
七
七

年
〜
四
九
四
年
）
が
無
罪
で
死
ん
だ
そ
の
夜
、
陶
弘
景
の
夢
に
現
れ
、
た
と
え
ば
、
上
に
挙
げ
た
『
太
平
広
記
』
で
は
、
夢
に
現
れ
た

萧
铿
が
「
自
分
は
過
ち
な
し
に
死
ん
だ
。
三
年
後
に
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
告
げ
る
。
そ
し
て
、
陶
弘
景
は
夢
の
中
で
い
ろ
い
ろ
と
冥
界

の
こ
と
を
萧
铿
に
尋
ね
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
『
太
平
広
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
話
は
時
間
的
に
推
定
す
れ
ば
、
史
実
に
も
一
致
し
て
い
る
。
蕭
鏗
が
殺
害
さ
れ
た
の
は

四
九
四
年
で
あ
っ
た
。『
梁
書
』
に
よ
れ
ば
、
太
字
で
示
し
た
よ
う
に
、
陶
弘
景
は
四
九
二
年
に
官
職
を
辞
し
て
、
隠
居
生
活
を
は
じ
め

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
み
れ
ば
、
蕭
鏗
が
殺
害
さ
れ
た
四
九
四
年
に
は
、
陶
弘
景
は
既
に
隠
居
生
活
に
入
っ
て
お
り
、
確
か
に
蕭
鏗
の
と

こ
ろ
に
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
陶
弘
景
は
蕭
鏗
が
殺
害
さ
れ
た
時
に
は
蕭
鏗
の
そ
ば
に
は
い
な
か
っ
た
わ
け

で
、
蕭
鏗
の
死
を
す
ぐ
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
太
平
広
記
』
な
ど
に
お
け
る
記
事
は
虚
構
で
は
な

く
、
実
存
し
た
『
夢
記
』
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
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三
、
明
恵
の
『
夢
記
』
と
陶
弘
景
の
「
夢
記
」
と
の
比
較

　

明
恵
と
陶
弘
景
の
直
接
的
な
繋
が
り
を
証
明
す
る
の
は
難
し
い
が
、
両
者
の
『
夢
記
』
の
内
容
を
比
べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
な
影
響

関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
夢
の
内
容
で
あ
る
。
明
恵
の
『
夢
記
』
と
『
真
誥
』、『
周
氏
冥
通
記
』
は
内
容
に
お
い
て
、
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

る
。
例
え
ば
、
夢
の
中
で
書
籍
や
経
典
な
ど
を
賜
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

夢
見
一
人
似
女
子
、
着
鳥
毛
衣
、
齎
此
二
短
折
封
書
来
。
発
読
、
覚
見
憶
昔
有
此
語
、
而
猶
多
有
所
忘
、
又
夢
後
焼
香
当
進
前

室
。〔
此
并
記
夢
見
張
天
師
書
信
、
云
張
生
者
即
応
是
諱
、
今
疏
示
長
史
、
故
不
顕
之
。
又
見
系
師
注
『
老
子
内
解
』、
皆
称
臣
生

稽
首
、
恐
此
亦
可
是
系
師
書
耳
。〕

 

『
真
誥
』⑥

　

一
、
夢
有
金
色
大
孔
雀
王
、
二
翅
、
其
身
量
大
於
人
身
。
其
頭
尾
倶
以
雑
宝
玉
玉
荘
厳
。
従
遍
身
香
気
薫
満
遍
世
界
、
二
鳥
各

遊
戯
飛
行
於
空
中
。
…
…
鳥
説
此
偈
説
時
、
成
弁
之
手
持
二
巻
経
、
一
巻
外
題
ニ
ハ
仏
眼
如
来
ト
カ
キ
一
巻
外
題
ニ
ハ
尺
迦
如
来

ト
カ
ケ
リ
、
是
ハ
従
彼
孔
雀
得
此
経
也
ト
思
。
…
…
夢
覚
已
ニ
枕
下
ニ
涙
湛
ヘ
リ
云
々
。

 

『
明
恵
上
人
夢
記
』⑦

　

上
に
挙
げ
た
二
つ
の
例
は
と
も
に
夢
中
で
書
籍
を
賜
わ
る
場
面
描
写
で
あ
る
。
陶
弘
景
と
明
恵
の
も
ら
っ
た
書
籍
は
道
教
と
仏
教
の

違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
夢
中
の
状
況
は
と
て
も
似
て
い
る
。
ま
ず
、『
真
誥
』
に
お
い
て
、
楊
羲
に
書
籍
を
与
え
た
張
天
師
と
い
う
の
は

張
道
陵
の
こ
と
で
あ
る
。
張
道
陵
は
道
教
の
三
祖
⑧
の
一
人
で
あ
り
、
道
教
の
代
表
的
な
人
物
だ
と
い
え
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
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の
は
、
夢
の
中
で
、
張
天
師
が
着
て
い
る
「
鳥
毛
衣
」
で
あ
る
。
通
常
、
道
教
で
は
「
鳥
毛
衣
」
は
鶴
の
羽
で
作
っ
た
衣
を
い
う
こ
と

が
多
く
、
こ
こ
で
も
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次
に
挙
げ
た
明
恵
の
『
夢
記
』
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

明
恵
に
書
籍
を
授
け
た
の
は
孔
雀
明
王
、
即
ち
孔
雀
に
乗
っ
て
い
る
明
王
で
あ
る
。
孔
雀
明
王
は
仏
教
の
信
仰
対
象
で
あ
り
、
密
教
特

有
の
尊
格
で
あ
る
明
王
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
明
恵
が
密
教
修
行
者
と
し
て
、
孔
雀
明
王
の
夢
を
見
た
の
も
当
然
だ
と
い
え
る
。
し
か

し
、
経
典
や
仏
教
関
係
の
文
学
作
品
な
ど
を
繙
く
と
、
夢
の
中
で
書
籍
を
授
け
る
の
は
普
通
仏
や
菩
薩
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
日
本
霊
異

記
』
下
・
三
十
八
に
は
編
者
景
戒
が
自
ら
見
た
二
つ
の
夢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
の
夢
に
、
書
籍
を
授
け
ら
れ
る
と
い
う
場
面

が
書
か
れ
て
い
る
。

　

即
景
戒
、
将
炊
白
米
半
升
許
、
施
彼
乞
者
。
彼
乞
者
呪
願
受
之
、
立
出
書
巻
、
授
景
戒
言
、「
此
書
写
取
。
渡
人
勝
書
」。
景
戒

見
之
、
如
言
能
書
、
諸
教
要
集
也
。
…
…
夢
答
未
詳
。
唯
疑
聖
示
矣
。
沙
弥
菩
薩
変
化
也
。

 

『
霊
異
記
』
下
・
38
「
災
与
善
表
相
先
現
而
後
其
災
善
答
被
縁
」

　

景
戒
は
こ
の
夢
の
後
に
自
分
で
夢
を
解
釈
し
て
、「
乞
者
」
を
観
音
菩
薩
の
化
身
だ
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
夢
の
中
で
書
籍

を
授
け
る
の
は
仏
、
菩
薩
が
通
常
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
一
方
、
明
恵
の
『
夢
記
』
に
お
い
て
、
夢
の
中
で
書
籍
を
授
け
る
の
は
孔

雀
明
王
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
飛
翔
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
れ
は
鶴
の
羽
で
作
っ
た
衣
を
着
る
張
天
師
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
夢
の
中
で
法
を
問
う
と
い
う
場
面
で
あ
る
。『
真
誥
』
に
も
『
夢
記
』
に
も
夢
を
見
た
人
が
夢
の
中
で
先
人
と
問
答
す
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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四
月
二
十
九
日
、
夜
半
時
、
夢
与
許
玉
斧
倶
座
、
不
知
是
何
処
也
。
良
久
、
見
南
岳
夫
人
与
紫
陽
真
人
周
君
倶
来
、
坐
一
床
、

因
見
玉
斧
与
真
人
周
君
語
曰
、「
昔
聞
先
生
有
守
一
法
、
願
乞
以
見
授
」。
周
君
曰
、「
寡
人
先
師
蘇
君
、
往
曾
見
、
向
言
曰
、
以
真

問
仙
、
不
亦
迂
乎
、
僕
請
挙
此
言
以
相
与
矣
」。
玉
斧
曰
、「
情
浅
区
々
、
貪
慕
道
徳
、
故
欲
乞
守
一
法
爾
」。
言
未
絶
、
周
君
又
言

曰
、「
昔
所
不
以
道
相
受
者
、
直
以
呉
傖
之
交
而
有
限
隔
耳
。」〔
周
是
汝
陰
人
、
漢
太
尉
勃
七
世
孫
、
故
云
傖
人
也
。〕
君
乃
真
人

也
、
且
已
大
有
所
禀
、
将
用
守
一
何
為
耶
。
言
迄
、
豁
然
而
覚
、
竟
不
知
在
何
処
。
此
夢
甚
分
明
、
故
記
之
。

 

『
真
誥
』

　

一
、
撰
式
之
間
夢
、
此
本
堂
後
戸
有
二
三
人
僧
、
黒
色
鶉
衣
、
心
思
聖
僧
、
即
奉
問
答
曰
、
可
白
住
処
、
問
云
、
住
処
如
何
、

答
曰
、
木
丁
ヘ
斯
論
。
心
ニ
天
竺
如
此
処
在
之
ト
思
フ
、
尚
強
奉
問
名
字
、
頻
秘
之
給
、
切
々
奉
問
、
外
戸
有
諸
人
之
心
地
ス
、

予
近
之
即
奉
憚
付
、
予
之
左
耳
ニ
当
テ
答
曰
、
賓
ツ
ル
也
、
予
深
哀
傷
、
可
奉
問
不
審
ニ
、
此
ニ
テ
可
足
候
無
礼
ニ
候
ヘ
ハ
ト
申

テ
覚
了
、
余
二
三
人
も
十
六
羅
漢
ノ
随
一
也
ト
思
フ
。

 

『
明
恵
上
人
夢
記
』

　

上
に
示
し
た
二
つ
の
夢
は
い
ず
れ
も
、
住
所
と
教
義
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
の
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
異
な
っ
て
い
る
の
は
住
所
と

教
義
の
問
わ
れ
る
順
序
が
逆
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。『
真
誥
』
に
お
い
て
は
、
楊
羲
は
教
義
を
問
う
こ
と
だ
け
に
集
中
し
て
、
覚

め
て
か
ら
夢
で
出
会
っ
た
真
人
の
住
所
が
わ
か
ら
な
い
と
悔
し
く
思
う
。
こ
れ
に
対
し
、
明
恵
の
『
夢
記
』
に
お
い
て
は
、
明
恵
は
夢

の
中
で
し
き
り
に
尊
者
の
住
所
と
名
前
だ
け
に
拘
り
、
目
が
覚
め
て
か
ら
教
義
の
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
を
聞
く
べ
き
だ
っ
た
と
悔
し

く
考
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
明
恵
の
こ
の
夢
は
『
真
誥
』
を
読
ん
で
か
ら
見
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
明
恵

は
『
真
誥
』
を
読
ん
で
お
り
、
楊
羲
が
夢
の
中
で
住
所
を
聞
き
忘
れ
た
と
こ
ろ
が
印
象
強
く
、
そ
こ
で
、
自
分
の
夢
の
中
で
、
出
会
っ
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た
僧
侶
の
住
所
を
し
つ
こ
く
聞
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
目
が
覚
め
て
か
ら
深
く
哀
傷
し
た
の
は
、
楊
羲
が
夢
中
に
教
義
を
も
尋
ね

た
の
を
思
い
出
し
て
、
自
分
が
住
所
だ
け
に
拘
り
、
教
義
を
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
し
く
感
じ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
夢
の
記
述
様
式
の
重
な
り
も
あ
る
。
明
恵
の
『
夢
記
』
は
『
真
誥
』、『
周
氏
冥
通
記
』
の
夢
と
記
述
様
式
が
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
日
記
の
様
式
を
と
っ
て
、「
夢
見
の
時
間
＋
夢
見
の
内
容
」
と
い
う
形
式
で
書
い
て
い
る
。
し
か
も
、
注
意
す
べ
き
な

の
は
、
三
者
と
も
に
第
一
人
称
を
使
わ
ず
に
固
有
名
詞
で
自
分
の
夢
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

興
寧
三
年
四
月
二
十
七
日
、
楊
君
夢
見
一
人
著
朱
衣
籠
冠
、
手
持
二
版
、
懐
中
又
有
二
版
、
召
許
玉
斧
出
版
、
皆
青
為
字
、
云

召
作
侍
中
。
須
臾
玉
斧
出
、
楊
仍
指
此
、
是
許
郎
、
玉
斧
自
説
、「
我
応
十
三
年
、
今
便
見
召
、
未
解
儀
体
」。
向
人
答
、「
若
爾
可

作
勅
」。
玉
斧
作
属
道
、「
未
解
儀
典
、
方
習
厲
之
、
言
須
十
三
年
」。
向
玉
斧
揖
而
去
。（
楊
羲
の
夢
）

 

『
真
誥
』

　

夢
…
…
此
左
右
以
手
接
之
。
此
人
問
那
得
此
小
児
子
。
子
良
答
、「
家
在
銭
塘
、
姓
兪
、
権
寄
此
住
。」
又
曰
、「
勿
令
裸
身
、
善

神
見
之
。」
小
男
児
名
赤
豆
、
年
五
歳
、
是
兪
僧
夏
児
、
云
多
災
厄
、
暫
寄
道
士
問
。
夏
月
裸
身
出
戯
。
又
問
郎
善
何
人
。
子
良

答
、「
家
在
永
嘉
、
依
応
陶
先
生
。」
又
曰
、「
陶
有
美
志
、
為
人
所
帰
投
。」（
後
略
）

 

『
周
氏
冥
通
記
』⑨

　

一
、
同
四
月
正
月
、
夢
二
条
大
路
大
水
出
、
成
弁
将
渡
之
。
前
山
兵
衛
殿
乗
馬
来
将
渡
之
給
、
成
弁
彼
共
将
渡
之
。
…
…
成
弁

依
教
渡
之
、
深
到
馬
膝
節
、
…
…
即
安
ク
渡
之
向
ニ
付
畢
。（
70
例
）

　

一
、
同
廿
六
日
夜
、
一
向
三
時
坐
禅
。
夢
…
…
欲
去
之
不
能
、
高
弁
欲
去
之
…
…
即
払
去
之
。（
4
例
）

 

『
明
恵
上
人
夢
記
』
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『
真
誥
』
に
お
い
て
、
楊
羲
と
許

は
「
楊
君
」、「
玉
斧
」
と
記
さ
れ
、『
周
氏
冥
通
記
』
に
お
い
て
は
、
周
子
良
は
「
子
良
」
と
い

う
名
前
を
も
っ
て
自
分
の
夢
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
恵
の
『
夢
記
』
に
お
い
て
は
、「
予
」
な
ど
の
第
一
人
称
で
記
す
場

合
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
や
は
り
「
成
弁
」
と
か
「
高
弁
」
な
ど
と
い
う
自
ら
の
名
前
を
も
っ
て
夢
を
記
し
て
い
る
。
通
常
、
自

分
の
こ
と
を
記
す
場
合
、
第
一
人
称
で
述
べ
る
の
は
普
通
で
あ
る
。
日
記
文
学
が
そ
の
典
型
的
な
例
だ
と
い
え
る
。
例
え
ば
、『
夢
記
』

と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
成
立
し
た
『
台
記
』
に
お
い
て
、
藤
原
頼
長
は
全
編
を
通
し
て
「
予
」
な
ど
の
第
一
人
称
で
、
書
き
記
し
て
い
る
⑩
。

し
か
し
、
明
恵
の
『
夢
記
』
と
陶
弘
景
の
『
真
誥
』、『
周
氏
冥
通
記
』
は
日
記
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
い
合

わ
せ
た
か
の
よ
う
に
両
者
と
も
固
有
名
詞
で
自
分
の
夢
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

第
三
は
夢
の
こ
と
を
書
き
表
す
の
に
、「
夢
」
と
「
見
」
る
と
い
う
二
種
類
の
書
き
方
が
混
合
し
て
使
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
明
恵
の
『
夢
記
』
と
陶
弘
景
の
『
周
氏
冥
通
記
』
の
「
夢
記
」
は
と
も
に
「
夢
」
と
「
見
」
る
と
い
う
二
種
類
か
ら
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
奥
田
勲
は
ア
の
よ
う
に
、『
夢
記
』
を
分
類
し
た
⑪
。

ア
、
奥
田
勲
に
よ
る
分
類
。

Ａ
「
其
夜
夢
」
型
（
101
例
）　　
　

Ｂ
「
行
法
休
息
時
眠
入
夢
」
型
（
15
例
）

Ｃ
「
禅
中
好
相
」
型
（
13
例
）　　

Ｄ
「
幻
」
型
（
5
例
）　　

Ｅ
「
思
」
型
（
1
例
）⑫

　

更
に
氏
は
こ
の
五
つ
の
種
類
の
夢
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
た
。「
Ａ
、
Ｂ
」
を
「
眠
り
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
自
意
識
が
な
い

状
態
」
と
し
て
、「
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
」
を
「
自
身
が
そ
の
よ
う
な
幻
想
を
自
覚
的
に
認
識
し
て
い
る
も
の
」⑬
と
し
て
、
扱
っ
て
い
る
。
即

ち
、
五
種
類
の
夢
を
「
夢
」
と
「
幻
想
」
に
分
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
後
者
の
「
幻
想
」
は
即
ち
眠
っ
て
い
な
い
時
に
「
見
」
た
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情
景
で
あ
る
。
た
だ
し
、
氏
は
そ
の
よ
う
に
分
類
し
た
だ
け
で
、
更
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。

　

夏
至
日
未
中
少
許
、
天
監
十
四
年
乙
未
歳
五
月
廿
三
日
乙
丑
也
。
…
…
又
眠
未
熟
、
忽
見
一
人
長
可
七
尺
、
…
…
蓋
是
遏
穢
賤

者
不
可
触
冒
。

　

六
月
九
日
夜
、
夢
聞
人
語
、
不
見
人
形
、
声
気
高
厲
、
曰
子
良
曰
…
…
見
年
可
三
十
許
、
巾
紫
方
冠
、
着
繍
衣
、
当
是
高
仙
人
。

　
「
右
七
条
、
十
二
月
中
事
。
五
条
云
見
、
二
条
云
夢
」。「
右
四
条
、
七
月
中
事
。
三
条
云
見
、
一
条
云
夢
。
右
従
丙
申
年
正
月
初

至
七
月
末
、
計
七
月
、
中
合
二
十
八
条
。
十
八
条
云
見
、
十
条
云
夢
」。

 

『
周
氏
冥
通
記
』

　

そ
し
て
、
上
に
挙
げ
た
よ
う
に
、『
周
氏
冥
通
記
』
の
夢
も
明
ら
か
に
「
夢
」
タ
イ
プ
と
「
見
」
る
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
陶
弘
景

は
弟
子
の
周
子
良
の
メ
モ
を
整
理
し
た
時
に
、
こ
れ
に
気
づ
き
、
そ
の
記
事
の
後
ろ
の
注
に
「
夢
」
タ
イ
プ
と
「
見
」
る
タ
イ
プ
の
数
、

即
ち
条
数
を
数
え
て
い
る
。
陶
弘
景
が
出
し
た
条
数
を
合
計
す
る
と
、
天
監
十
四
年
（
五
一
五
）
夏
至
の
日
か
ら
翌
年
（
五
一
六
）
七

月
廿
三
日
ま
で
の
あ
わ
せ
て
一
〇
九
条
の
夢
の
記
録
の
中
で
、「
夢
」
の
形
式
で
記
す
の
は
四
六
条
で
、「
見
」
る
の
形
式
で
記
す
の
は

六
三
条
で
あ
る
。
そ
し
て
、
周
子
良
の
メ
モ
の
中
の
「
夢
」
と
「
見
」
る
の
違
い
に
つ
い
て
、
陶
弘
景
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

按
尋
記
、
凡
標
前
云
夢
者
、
是
眠
中
所
見
、
其
有
直
云
某
日
見
某
事
者
、
皆
是
正
耳
覚
時
其
見
、
但
未
知
為
坐
為
臥
耳
。
従
乙

未
年
八
月
以
後
、
遊
行
諸
処
、
此
皆
是
神
去
而
身
実
不
動
也
。
又
諸
記
中
往
々
有
黯
易
字
、
当
是
受
旨
時
匆
匆
、
後
更
思
憶
改
之
、

昔
楊
君
邇
中
多
如
此
。
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『
周
氏
冥
通
記
』

　

つ
ま
り
、
陶
弘
景
は
「
夢
」
で
始
ま
る
文
は
周
子
良
が
睡
眠
の
中
で
見
た
情
景
で
あ
り
、「
見
」
で
始
ま
る
文
は
周
子
良
が
目
が
覚
め

て
い
る
時
に
見
た
情
景
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
睡
眠
の
中
で
夢
見
た
情
景
（「
云
夢
者
、
是
眠
中
所
見
」）
に

し
て
も
、
覚
め
て
い
る
時
に
見
た
情
景
（
其
有
直
云
某
日
見
某
事
者
、
皆
是
正
耳
覚
時
其
見
）
に
し
て
も
、
陶
弘
景
は
「
見
」
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
古
代
の
素
朴
な
夢
信
仰
の
現
れ
で
あ
る
。
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、
波
線
の
「
此

ハ
皆
、
是
（
こ
れ
）
神
去
リ
テ
身
ハ
実
ニ
動
か
ざ
る
也
」
と
い
う
一
句
か
ら
も
こ
れ
が
読
み
取
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
陶
弘
景
は
周
子

良
が
そ
の
場
に
じ
っ
と
し
て
い
る
の
に
、
夢
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
行
け
る
の
は
、
魂
が
身
か
ら
離
れ
た
結
果
だ
と
解
釈
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
周
子
良
は
夢
の
中
で
見
た
も
の
を
真
実
と
認
め
た
か
ら
、
最
後
に
自
殺
の
道
を
歩
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　

奥
田
勲
と
陶
弘
景
の
分
析
を
対
比
し
て
み
る
と
、
古
代
と
現
代
の
夢
に
対
す
る
観
念
の
違
い
が
み
え
て
く
る
。
夢
で
見
た
情
景
に
つ

い
て
の
両
者
の
書
き
方
は
差
が
な
い
が
、
目
が
醒
め
た
時
に
「
見
」
た
も
の
に
対
し
て
は
、
陶
弘
景
は
そ
れ
を
魂
の
働
き
と
見
て
、
真

実
だ
と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
奥
田
勲
は
そ
れ
を
「
幻
想
」
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
の
ア
の
Ｃ
の
「
禅
中
好
相
」

な
ど
を
も
『
夢
記
』
に
一
括
し
て
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
恵
に
と
っ
て
自
分
の
見
た
情
景
を
「
幻
想
」
と
し
て
認
識
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
周
子
良
と
同
じ
よ
う
に
、
神
仏
か
ら
与
え
ら
れ
た
答
え
だ
と
信
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
明
恵
も
、
現
実

で
「
見
」
た
も
の
を
も
う
一
つ
の
形
の
夢
と
見
做
し
、
醒
め
た
と
き
「
見
」
た
夢
も
と
も
に
確
か
な
真
実
性
を
帯
び
て
い
る
と
信
じ
て

い
た
。
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四
、
お
わ
り
に

　

夢
は
そ
の
神
秘
性
ゆ
え
、
あ
る
程
度
の
「
予
知
」
と
「
お
告
げ
」
の
働
き
を
備
え
て
い
る
た
め
、
古
代
か
ら
宗
教
に
用
い
ら
れ
た
。

陶
弘
景
は
新
し
い
教
派
を
作
ろ
う
と
し
、
明
恵
も
華
厳
宗
を
中
興
し
よ
う
と
い
う
目
標
を
抱
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
陶
弘
景
と
明
恵
が

と
も
に
夢
を
取
り
入
れ
る
の
も
当
然
だ
と
い
え
る
。
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
教
派
を
成
立
さ
せ
る
の
に
は
、
形
式
と
し
て
の
一
定
の
規

範
や
組
織
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
そ
の
最
も
根
本
的
な
支
え
は
、
彼
ら
が
宣
伝
し
よ
う
と
す
る
教
義
が
人
々
に
共
感
を
与
え
、
人
々
の

心
と
合
致
す
る
、
と
い
う
精
神
上
の
作
用
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
明
恵
が
自
分
の
夢
を
記
す
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の
見
本
が
あ
れ
ば
、

そ
の
作
業
は
行
い
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
歴
史
上
、
実
際
に
は
自
分
の
夢
を
記
す
作
品
は
少
な
い
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
自

分
の
要
求
に
合
致
す
る
既
存
の
テ
キ
ス
ト
は
も
っ
と
も
有
効
な
選
択
肢
と
な
る
。
陶
弘
景
が
撰
述
し
た
『
真
誥
』
や
『
周
氏
冥
通
記
』

の
「
夢
記
」
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
。

【
注
】

① 

荒
木
浩
「
明
恵
『
夢
記
』
再
読
―
そ
の
表
現
の
あ
り
か
と
ゆ
く
え
」
荒
木
浩
代
表
編
『
仏
教
修
法
と
文
学
的
表
現
に
関
す
る
文
献
学
的
考
察
』
2
0
0
5

② 「
六
朝
道
教
の
研
究
」
研
究
班
編
『
真
誥
・
訳
注
稿
（
1
）』
東
方
学
報　

1
9
9
6
、
ｐ
5
2
5

③ 

湯
用
彤
「
読
〈
道
藏
〉
札
記
」『
歴
史
研
究
』　

1
9
6
4
、
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辨
証
』
中
華
書
局　

1
9
8
0
、
李
養
正
『
貞
白
先
生
其
人
其
書
』『
中
国
道
教
』　

1
9
8
7
、

任
継
愈
『
道
藏
提
要
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社　

1
9
9
1
、
詹
石
窗
『
道
教
文
学
史
』
上
海
文
芸
出
版
社　

1
9
9
2
、
魏
世
民
「
陶
弘
景
著
作
考
述
」
淮
陰
師
範
学
院
学
報　

1
9
9
9

④ （
宋
）
张
君
房
著
、
李
永
晟
点
校
『
雲
笈
七
籤
』
北
京
：
中
華
書
局　

2
0
0
3

⑤ 

李
昉
等
編　
『
太
平
広
記
』
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社　

1
9
5
9

⑥ 

本
稿
で
は
、
殊
に
断
り
の
な
い
場
合
、『
道
藏
』
第
20
册
（
文
物
出
版
社；

上
海
書
店；

天
津
古
籍
出
版
社　

1
9
8
8
）
を
使
用
し
た
。

⑦ 

本
稿
で
は
、
殊
に
断
り
の
な
い
場
合
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
明
恵
上
人
資
料
』（
東
京
大
学
出
版
会　

1
9
7
8
）
を
使
用
し
た
。

⑧ 

道
夢
記
教
三
祖
：
黄
帝
―
「
始
祖
」、
老
子
―
「
道
祖
」、
張
道
陵
―
「
教
祖
」。

⑨ 

本
稿
で
は
、
殊
に
断
り
の
な
い
場
合
、『
道
藏
』
第
5
册
（
文
物
出
版
社；

上
海
書
店；

天
津
古
籍
出
版
社　

1
9
8
8
）
を
使
用
し
た
。
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⑩ 「
予
乘
御
車
」（「
保
延
二
年
十
月
六
日
」
条
ｐ
1
）、「
白
河
上
皇
即
還
御
三
条
，
余
及
朱
雀
相
公
不
供
奉
」（「
久
安
三
年
六
月
二
十
三
日
」
条　
ｐ
2
1
8
）（
藤
原
頼
長
著　
『
増

補
史
料
大
成　

台
記
二
』　

京
都
：
臨
川
書
店　

1
9
6
5
．
1
1
）

⑪ 

奥
田
勲
『
明
恵　

遍
歴
と
夢
』
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会　

1
9
7
8
、
ｐ
1
2
7

⑫ 

奥
田
勲
『
明
恵　

遍
歴
と
夢
』
東
京
大
学
出
版
会　

1
9
7
8　
ｐ
1
2
7

⑬ 

奥
田
勲
『
明
恵　

遍
歴
と
夢
』
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会　

1
9
7
8　
ｐ
1
2
8

参
考
文
献

立
木
宏
哉
「
明
恵
『
夢
記
』
高
山
寺
本
第
八
篇
考
―
形
態
と
構
成
か
ら
」『
国
語
と
国
文
学
』　

2
0
1
1

柴
崎
照
和
「
明
恵
と
夢
想　

―
夢
解
釈
の
一
試
論
」『〈
心
〉
と
〈
外
部
〉』　

2
0
0
3
．
3
．
5

白
洲
正
子
『
明
恵
上
人
』
講
談
社　

1
9
9
9
．
1
1

野
村
卓
美
「
明
恵
と
夢
」『
日
本
文
学
』　

1
9
9
9
．
7

魏
世
民
「
陶
弘
景
著
作
考
述
」
淮

師
範
学
院
学
報　

1
9
9
9

河
合
隼
雄
『
明
恵　

夢
を
生
き
る
』
講
談
社　

1
9
9
5
．
1
0

詹
石
窗
『
道
教
文
学
史
』
上
海
：
上
海
文
芸
出
版
社　

1
9
9
2

任
继
愈
『
道
藏
提
要
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社　

1
9
9
1
．
7

田
中
久
夫
『
明
恵
』
新
装
版
吉
川
弘
文
館　

1
9
8
8
．
8

李
養
正
「
贞
白
先
生
其
人
其
书
」『
中
国
道
教
』　

1
9
8
7

Ｆ
・
ジ
ラ
ー
ル
「
明
恵
上
人
の
『
夢
の
記
』
―
解
釈
の
試
み
」『
思
想
』
7
2
1　

1
9
8
4
．
7

余
嘉
锡
『
四
库
提
要
辨
证
』
中
華
書
局　

1
9
8
0

奥
田
勲
『
明
恵　

遍
歴
と
夢
』
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会　

1
9
7
8
．
1
1

山
田
昭
全
「
明
恵
の
夢
と
「
夢
之
記
」
に
つ
い
て
」『
金
沢
文
庫
研
究
』　

1
9
7
1
．
1
1

湯
用
彤
「
読
〈
道
藏
〉
札
記
」『
歴
史
研
究
』　

1
9
6
4

＊
討
論
要
旨

　

勝
又
基
氏
は
、「
夢
の
中
で
書
籍
や
経
典
な
ど
を
賜
わ
る
」「
夢
の
中
で
法
を
問
う
」
と
い
っ
た
内
容
は
陶
弘
景
に
限
ら
ず
、
仏
教
説
話
な
ど
に
お
い
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
以
て
陶
弘
景
か
ら
明
恵
へ
の
直
接
の
影
響
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
ま
た
勝
又
氏
は
、

明
恵
が
陶
弘
景
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
当
時
の
読
書
環
境
の
面
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、
当
初
は
明
恵
が
陶
弘
景
を
読
ん
で
い
た
こ
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と
を
示
す
直
接
の
証
拠
を
探
し
た
が
、
実
際
に
は
難
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
、
と
研
究
の
経
緯
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

明
恵
と
陶
弘
景
の
夢
は
大
ま
か
な
内
容
が
一
致
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
に
も
い
く
つ
か
の
共
通
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
は
あ
る
程
度
の
影
響
関
係
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
説
明
し
た
。

　

司
会
の
相
田
満
氏
は
、
明
恵
『
夢
記
』
は
か
な
り
早
い
時
代
に
書
か
れ
た
た
め
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
陶
弘
景
の
直
接
の
影
響
下
に
お
い
て
書
か
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
物
証

に
辿
り
着
く
こ
と
は
や
は
り
難
し
い
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
た
。
し
か
し
ま
た
、
夢
を
記
録
す
る
こ
と
は
明
恵
以
前
に
も
夢
説
き
や
夢
占
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
明
恵
以
後
の
時
代

に
も
膨
大
な
夢
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
陶
弘
景
を
含
め
、
そ
う
し
た
文
化
の
総
体
を
視
野
に
入
れ
て
明
恵
『
夢
記
』
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
試
み
で
あ
る
、

と
述
べ
た
。
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